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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

臓器モデルとして使用されるスフェロイドは血管を欠いている。そのため、スフェ
ロイド内部の栄養分の不足や老廃物の蓄積により細胞死が引き起こされることが問
題となっている。そこで、本研究ではマイクロ流体デバイスを用いてスフェロイド
と血管網を接続させたモデルを構築した。構築された血管網に蛍光標識マイクロビー
ズを流したところ灌流可能であることが確認された。

実験
Experimental

Si基板上にネガ型フォトレジストであるSU-8をスピンコートした。その後、両面マ
スクアライナー（KT-154）を用いて3本の流路パターンを転写して現像した。この
基盤を鋳型としてPDMSにより流路をもつスラブを作製した。デバイスはこのスラ
ブとPDMS膜から構成される (Fig. 1 左:a)。肝スフェロイドを中央のチャネルに導
入した後、ヒト臍帯静脈内皮細胞 (HUVECs) をサイドチャネルに播種し、13日間培
養した。その後、蛍光標識マイクロビーズを片方のサイドチャネルに導入すること
で、作製された血管網が灌流可能であるかを評価した。

結果と考察
Results and Discussion

スフェロイドとサイドチャネルのHUVECを導入してから13日間培養することで豊
富な血管網が形成された。一方のサイドチャネルに蛍光標識マイクロビーズを導入
すると、サイドチャネルに播種したRFP-HUVRC由来の血管から肝スフェロイド由
来のGFP-HUVECで構築された血管を通り、他方のサイドチャネルへと流れている
様子が確認された (Fig. 1 右:b)。
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Fig. 1 left:(a) Design of the microfluidic device.
right:(b) The image of the perfusion test. The green and red fluorescence shows
GFP-HUVECs and RFP-HUVECs, respectively. The yellow circle shows spheroid
area. The blue fluorescence shows microbeads. Microbeads flowed through the
vessels without leakage.
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